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瑞宝双光章（春）� 清水　文孝

瑞宝双光章（秋）� 小川　　清

埼玉県公衆衛生功労知事表彰� 大森　正司

� 平野　雅弥

� 矢﨑　一郎

財団法人日本公衆衛生協会会長表彰� 星野　　弘

� 山本　英明

2019 年度受賞者
受章おめでとうございます。（敬称略）
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　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会会員の皆さまにおかれましては、ご健勝にてご活躍のこととお慶
び申し上げます。
　さて私こと、2019 年春の叙勲において、公益社団法人埼玉県診療放射線技師会のご推薦により、瑞宝
雙光章の栄に浴せることができました。この受章は、私個人が拝受したものではなく（公社）埼玉県診療
放射線技師会の先輩や会員の皆々さま、深谷赤十字病院のスタッフ、日本赤十字社診療放射線技師会の先
輩や仲間、そして、家族ともども受章させていただけたものと思っております。また皆々さまのお支えを
いただけたからと思っております。改めまして多年にわたるご指導ご支援に心より感謝申し上げる次第で
す。
　2019 年 5 月 21 日の紙上発表の後、5 月 23 日に埼玉県知事公館にて上田知事より勲記・勲章を受け、5
月 24 日に厚生労働省での式次。その後皇居に参内し、春秋の間において天皇陛下拝謁、労いのお言葉を
賜り夫婦ともども感激の極みでございました。
　定年退職して 2 年。世間では退職後の余生との言葉を投げかけられます。これからの人生は、余ったも
のでもなく、与えられたものと思っておりますので、与生を謳歌しつつ今後もこの栄誉に恥じることなく
精進いたすとともに、微力ではございますが業界に貢献してまいる所存でございますので引き続きご厚誼
ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　結びに、公益社団法人埼玉県診療放射線技師会のますますの発展と会員皆々さまのご健勝とご多幸を心
よりお祈りし、受章のご報告とお礼のご挨拶とさせていただきます。

『瑞宝雙光章』を受章して

清水　文孝
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　2020 年 1 月 18 日（土）に、第 18 回胸部認定試験が開催された。
　雪もちらつく天候にもかかわらず認定試験の受験者数は 18 人であった。筆記試験 40 問と高精細モニタ
による読影試験 20 症例とした。各受講者には高精細モニタを 1 台用意することができた。各モニタ輝度
の経年劣化やカラーとモノクロが混在しているため多少見え方が異なることは否めないが、すべてのモニ
タで所見が識別可能なものを選択した。また筆記試験においては、講義内容を反映した問題であるかを担
当講師で何度も見直していただいた。今回の試験では、A,B 認定者が 10 人と多く出たことは、うれしい
限りである。
　さいごに認定試験を行うにあたり、問題作成にご協力いただいた講師の皆さま、また受験いただいた皆
さまにかさねてお礼を申し上げます。

【胸部認定者】（敬称略）
Ａ認定：森　　一也（済生会川口総合病院）
Ｂ認定：小澤　　翼（豊岡第一病院）
　　　　菊地　優貴（川口市立医療センター）
　　　　小松　英司（宇治病院）
　　　　土居　　旺（伊奈病院）
　　　　沼田　将太（西大宮病院）
　　　　菊地　一成（上尾中央総合病院）
　　　　市川　　暁（上尾中央総合病院）
　　　　関口　　諒（済生会川口総合病院）
　　　　鈴木　雄大（済生会川口総合病院）

　認定試験に合格した方々には、各施設において撮影技術向上と精度管理の普及をお願いするとともに、
放射線業務の質の向上に努めていただきたいと思います。

2019 年度第 18 回胸部認定試験開催報告

学術委員
土田　拓治
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　2020 年 1 月 19 日（日）、済生会川口総合病院で第 11 回 CT 認定講習会を開催しました。講習会の参加
人数は 29 人でした。10 年以上続く講習会ですが、今回は非会員や他県から多くの参加をいただきました。
認定講習会なので基本的なカリキュラムは次年度も変わりませんが、受講者の満足度が向上するような講
習会を今後も開催したいと考えています。

　内容および講師は、以下の通りです。

プログラム

・頭頸部 CT の撮影法、読影講義	 富田　博信　　済生会川口総合病院
・胸部 CT の撮影法、読影講義	 染野　智弘　　羽生総合病院
・腹部 CT の撮影法、読影講義	 八木沢英樹　　JCHO 埼玉メディカルセンター
・救急 CT の撮影法、読影講義	 寺澤　和晶　　さいたま赤十字病院
・造影技術概論	 中根　　淳　　埼玉医科大学総合医療センター
・物理特性講義	 城處　洋輔　　済生会川口総合病院
・実習 1　MTF、SSPz、NPS	 城處　洋輔　　済生会川口総合病院
	 志藤　正和　　済生会川口総合病院
	 中根　　淳　　埼玉医科大学総合医療センター
・実習 2 ファントム作成（参加自由）	 志藤　正和・城處　洋輔　済生会川口総合病院

　さいごになりますが、丸一日の講習会にも関わらず、講師の皆さま、講習会に参加していただいた皆さ
まに、この場をお借りして、心よりお礼申し上げます。

2019 年度　第 11 回 CT 認定講習会　開催報告

学術理事
中根　淳
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　2020 年 1 月 24 日（金）に桶川市民ホール　響の森で第 2 回 SART 学術ナイトセミナー〜専門家が教
えるこれだけは知って欲しい撮影技術〜を開催しました。
　内容および講師は、以下の通りです。

プログラム

・A 認定技師が教える乳房撮影のポイント　～ポジショニングを中心に～
	 熊谷総合病院　	 亀山　枝里
・小児専門病院の技師が教える小児撮影のポイント　～固定法を中心に～
	 埼玉県立小児医療センター	 持田　朋之
・高度救命救急センターの技師が教える救急撮影のポイント～外傷初期診療を中心に～
	 埼玉医科大学総合医療センター	 大根田　純

　このセミナーは、多くの技師が普段直面する撮影について、それぞれの専門家より明日から役立つ撮影
のポイントを中心とした情報提供を目的に企画致しました。今回は、2 回目の桶川市での開催であり、18
人の参加をいただきました。各講演とも明日から役立つ実践的な内容で、参加者の皆さまにも有意義な時
間になったことと思います。
　さいごになりますが、講師の皆さま、およびセミナーに参加していただいた皆さまにこの場をお借りし
て、心よりお礼申し上げます。

第 2 回　SART 学術ナイトセミナー
〜専門家が教えるこれだけは知って欲しい撮影技術〜　開催報告

学術委員
妹尾　大樹
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第 18 回　上部消化管検査認定講習会　開催報告

学術常務理事
今出　克利

　2020 年 2 月 11 日（火・祝）に第 18 回上部消化管検査認定講習会をさいたま赤十字病院の多目的ホー
ルで開催しました。受講者数は 21 人で、午前中の講義は埼玉消化管撮影研究会との合同開催となり、全
体の参加人数は 54 人でした。今回の医師講義は、慶應義塾大学予防医療センターの吉田諭史先生をお招
きして、読影と病理について講演していただきました。消化管 X 線検査は年々減少していますが、多く
の方に受講していただき、熱心にメモを取る姿が印象的でした。今後も継続して開催していけるように企
画していきたいと改めて思いました。講習会のプログラムは下記の通りです。

プログラム

2020 年 2 月 11 日（火・祝）：上部消化管撮影　認定講習会
埼玉消化管撮影研究会と合同開催（午前中の講義のみ）
  8：30 ～   9：25　上部消化管撮影技術	 今出克利（さいたま市民医療センター）

  9：30 ～ 10：25　精密検査法およびレポート作成	 大森正司（さいたま赤十字病院）

10：30 ～ 12：30　上部消化管の読影と病理	 吉田諭史先生（慶應義塾大学予防医療センター）

12：30 ～ 13：30　昼休み
13：30 ～ 14：25　被ばく管理	 工藤安幸（東松山市立市民病院）

14：30 ～ 15：55　X 線透視装置の基礎：画質：性能評価	 河村　賢（キヤノンメディカルシステムズ（株））

16：00 ～ 16：25　造影剤のリスクマネジメント	 小西次郎（カイゲンファーマ株式会社）

16：30 ～ 17：15　受診者管理（検査説明・接遇・情報管理）	 志田智樹（丸山記念総合病院）

　終わりに、講義を担当していただいた先生方、また、当日、会場準備や運営にお手伝いいただいた埼玉
消化管撮影研究会の世話人およびバリウムメーカーの方々にこの場を借りて深く御礼申し上げます。

【吉田諭史先生】
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乳腺セミナー　～腫瘤編～　開催報告

学術理事
山田　智子

　2020 年 2 月 16 日（日）に乳腺セミナーをさいたま赤十字病院で開催した。参加者は、会員 35 人、非
会員 11 人であった。本セミナーは、腫瘤について学ぶとして、マンモグラフィ、エコー、MRI、それぞ
れの読影を学び、さいごに症例検討を行った。基礎から実際の症例を通じて腫瘤について学べる機会で
あった。症例検討では、実際に参加者の方とディスカッションを行うこともできたが、今後はもっと多く
の受講生が参加しやすいディスカッションの雰囲気作りなども考慮していきたいと思う。その結果、次回
の企画では活発なディスカッションになることを期待したい。
　モダリティの垣根を超えて理解することが自らのスキルアップにつながり、担当する検査の質の向上に
もなる。それを学べたセミナーであった。
　さいごにこの場を借りて、本セミナーを開催するにあたり講演してくださった講師の皆さま、会場ス
タッフの皆さま、会場を貸してくださったさいたま赤十字病院に深く感謝致します。当日のプログラム
は、以下の通りです。

プログラム

12：30 ～ 13：30　　マンモグラフィの読影（腫瘤）	 講師：亀山　枝里
	 　　　（熊谷総合病院）
13：30 ～ 14：30　　乳腺エコーの読影（腫瘤性病変）	 講師：新島　正美
	 　　　（熊谷協同病院）
14：40 ～ 15：40　　乳腺 MRI の読影（腫瘤）	 講師：坂井　香澄
	 　　　（関東中央病院）
15：50 〜 16：50　　腫瘤病変について総復習！〜症例検討〜
	 解説：亀山　枝里（熊谷総合病院）
	 　　　新島　正美（熊谷協同病院）
	 　　　坂井　香澄（関東中央病院）


